
環
境
サ
ミ
ッ
ト
in
足
立
に
対
す
る

区
長
の
意
気
込
み
を
伺
う 

【
問
】
「
環
境
サ
ミ
ッ
ト
in
足
立
」

で
は
、
先
進
自
治
体
の
首
長
と
意
見

交
換
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

選
定
の
視
点
と
サ
ミ
ッ
ト
に
か
け
る

区
長
の
意
気
込
み
を
伺
う
。 

【
区
長
】
多
治
見
市
は
、
平
成
10
年

に
環
境
庁
か
ら
「
循
環
型
社
会
モ
デ

ル
都
市
」
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

宇
部
市
は
、
「
宇
部
方
式
」
を
確
立

す
る
等
、
CO2
削
減
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
選
定
の
視
点
は
、

そ
の
先
進
性
と
、
両
市
長
の
持
つ
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
。 

　
私
は
、「
地
球
に
や
さ
し
い
ひ
と

の
ま
ち
足
立
」
を
実
現
し
、
次
代
に

誇
れ
る
環
境
と
、
そ
れ
を
支
え
る
仕

組
み
を
残
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

温
暖
化
防
止
区
民
会
議
を
組
織
す
る

意
義
は
何
か 

【
問
】
「
環
境
サ
ミ
ッ
ト
in
足
立
」

で
発
表
す
る
宣
言
を
受
け
止
め
、
区

民
運
動
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
温

暖
化
防
止
区
民
会
議
を
組
織
す
る
と

聞
く
が
、
そ
の
意
義
等
は
何
か
。 

【
環
境
】
第
二
次
環
境
基
本
計
画
で

は
、「
足
立
区
温
暖
化
防
止
区
民
会
議
」

と
称
し
、
３
万
人
の
参
加
を
見
込
ん

で
い
る
。
同
会
議
の
中
で
、
CO2
の
削

減
目
標
を
設
定
し
、
実
行
し
た
内
容
・

成
果
を
総
会
で
報
告
し
て
い
た
だ
く

等
、
実
効
性
の
高
い
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
見
込

み
は
ど
う
か 

【
問
】
今
年
度
予
算
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
補
助
金
の
大
幅

な
拡
充
を
盛
り
込
ん
だ
が
、
事
業
の

進
捗
状
況
と
普
及
見
込
み
は
ど
う
か
。 

【
環
境
】
補
助
金
は
、
住
宅
用
を
１

キ
ロ
ワ
ッ
ト
２
万
円
か
ら
７
万
円
、

上
限
金
額
を
20
万
円
か
ら
30
万
円
に

増
額
し
た
た
め
、
今
年
度
の
申
請
件

数
は
昨
年
同
時
期
に
比
べ
５
割
増
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
度
末
ま
で
に
設

置
数
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
の
累
計

で
400
件
に
迫
る
と
見
込
ん
で
い
る
。 

温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
等
へ
の
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か 

【
問
】
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）の
報
告
で
は
、

温
暖
化
対
策
に
は
限
界
が
あ
り
、
異

常
気
象
等
へ
の
対
応
策
を
講
ず
る
こ

と
が
重
要
と
指
摘
し
て
い
る
。
海
面

上
昇
対
策
を
行
う
国
も
あ
る
と
聞
く

が
、
区
の
対
策
は
ど
う
か
。 

【
危
機
管
理
】
国
や
都
で
は
、
洪
水

を
防
ぐ
た
め
に
ス
ー
パ
ー
堤
防
化
や

堤
防
補
強
工
事
を
行
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
区
で
は
、
荒
川
の
水
が
あ

ふ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
、
国
の
モ
デ

ル
地
区
指
定
を
受
け
、
国
土
交
通
省
・

都
・
気
象
庁
と
、
避
難
勧
告
の
判
断

等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
に
着
手
し
、

区
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
い

く
。 

35
人
学
級
の
実
現
に
都
の
協
力
が
得

ら
れ
な
い
場
合
は
ど
う
す
る
の
か 

【
問
】
35
人
学
級
に
つ
い
て
、
都
と

の
協
議
状
況
と
、
今
後
も
協
力
が
得

ら
れ
な
い
場
合
の
対
応
策
を
伺
う
。 

　
ま
た
、
区
独
自
に
教
員
を
採
用
す

る
「
杉
並
方
式
」
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

【
教
育
長
】
都
に
教
員
の
増
員
分
の

人
件
費
を
区
で
負
担
す
る
こ
と
ま
で

提
案
し
た
が
了
解
を
得
ら
れ
な
い
。

近
々
、
都
教
育
長
が
代
わ
る
の
で
、

改
め
て
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。 

　
協
力
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
師
等
を
活
用
し
、

少
人
数
学
級
と
同
等
の
教
育
効
果
を

確
保
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。 

　
ま
た
、「
杉
並
方
式
」
は
、
校
長

等
へ
昇
任
す
る
途
が
無
い
こ
と
等
か

ら
、
都
が
少
人
数
学
級
導
入
に
踏
み

切
っ
た
場
合
、
区
採
用
教
員
の
処
遇

等
が
厳
し
く
な
っ
て
く
る
等
、
慎
重

に
対
応
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

35
人
学
級
実
現
の
た
め
区
長
も
都
に

働
き
か
け
る
べ
き
だ 

【
問
】
全
て
の
基
本
が
培
わ
れ
る
小

学
校
で
は
、
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
等
の

課
題
も
抱
え
、
効
果
の
あ
る
具
体
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

　
区
長
自
ら
も
区
教
委
と
連
携
し
て
、

都
に
対
し
て
一
層
の
働
き
か
け
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
教
育
長
】
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
等
へ

の
効
果
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

幼
保
小
の
連
携
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
積
極
的
に
都
に
働
き

か
け
て
い
く
。 

　
な
お
、
状
況
の
推
移
を
踏
ま
え
、

区
長
か
ら
の
要
請
も
行
っ
て
い
く
。 

「
お
い
し
い
給
食
」
事
業
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か 

【
問
】
本
年
３
月
、「
お
い
し
い
給

食
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
検
討
を

進
め
て
い
る
と
聞
く
が
、
進
捗
状
況

及
び
今
後
の
予
定
は
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
お
い
し
い
給
食
モ
デ
ル
校

は
何
校
で
そ
の
役
割
は
何
か
。 

【
学
校
教
育
】
先
日
、
第
３
回
目
の

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
10
月
に
は

「
お
い
し
い
給
食
」
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。 

　
モ
デ
ル
校
は
、
小
学
校
４
校
、
中

学
校
２
校
を
指
定
し
た
。
委
員
会
の

提
案
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
現
場

の
知
恵
を
生
か
し
た
モ
デ
ル
校
独
自

の
工
夫
や
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。 

ワ
ン
チ
ャ
リ
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
作
戦
の

効
果
は
ど
う
か 

【
問
】「
ワ
ン
チ
ャ
リ
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」

作
戦
は
、
か
な
り
区
民
に
浸
透
し
て

き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
犯
罪
発

生
件
数
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。 

【
危
機
管
理
】
本
年
１
月
か
ら
４
月

末
ま
で
の
自
転
車
盗
の
件
数
は
958
件

で
、
昨
年
同
期
比
117
件
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。 

　
し
か
し
、
都
全
体
で
も
同
様
の
傾

向
に
あ
る
た
め
、
作
戦
に
よ
る
効
果

か
ど
う
か
の
判
断
は
、
も
う
少
し
時

間
を
要
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

錠
を
手
渡
し
す
る
際
、
作
戦
の
狙
い

を
区
民
に
ど
う
伝
え
て
い
る
の
か 

【
問
】
ワ
ン
チ
ャ
リ
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク

作
戦
の
狙
い
を
、
区
民
に
ど
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
の
か
。 

　
ま
た
、
作
戦
の
意
味
を
理
解
し
て

も
ら
う
工
夫
も
必
要
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

【
危
機
管
理
】
錠
を
２
個
つ
け
る
こ

と
が
自
転
車
盗
の
予
防
策
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
錠
を
渡
す
こ
と
で
、
作

戦
の
狙
い
を
周
知
し
て
い
る
。 

　
さ
ら
に
、
集
客
施
設
で
の
ポ
ス
タ
ー

等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
や
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
自
転
車
盗
の
発
生
件
数
の
推

移
を
掲
載
す
る
等
、
区
民
の
理
解
を

深
め
て
い
く
。 

補
助
258
号
線
綾
瀬
川
架
橋
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か 

【
問
】
補
助
258
号
線
綾
瀬
川
架
橋
の

早
急
な
着
手
が
必
要
で
あ
る
が
、
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で

の
課
題
と
、
そ
の
対
処
方
法
を
伺
う
。 

【
土
木
】
現
在
、
橋
梁
の
詳
細
設
計

を
行
い
、
河
川
管
理
者
等
と
協
議
中

で
あ
る
。
用
地
確
保
に
つ
い
て
は
、

六
町
側
は
取
得
済
み
で
、
加
平
側
は

今
年
度
取
得
予
定
で
あ
る
。 

　
課
題
と
し
て
、
六
町
側
は
、
都
が

土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
中
で
、

橋
梁
の
通
行
は
歩
行
者
と
自
転
車
に

限
ら
れ
る
暫
定
整
備
と
な
る
。 

　
ま
た
、
河
川
管
理
者
と
の
協
議
の

中
で
、
大
規
模
な
護
岸
復
旧
工
事
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
今
後
は
、
事
業
認
可
の
早
期
取
得

を
目
指
す
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

詳
細
に
協
議
を
進
め
て
い
く
。 
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西
新
井
大
師
ま
で
の
参
道
の
整
備
が

必
要
で
あ
る 

【
問
】
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
の

西
新
井
大
師
西
駅
が
で
き
た
が
、
駅

か
ら
西
新
井
大
師
へ
の
参
道
が
わ
か

り
に
く
い
の
で
整
備
す
べ
き
で
は
な

い
か
。 

【
都
市
整
備
】
道
路
等
の
整
備
に
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
来

訪
者
や
地
域
住
民
に
安
全
、
快
適
か

つ
地
域
景
観
に
沿
っ
た
歴
史
と
文
化

を
活
か
し
た
施
設
と
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
街
路
樹
の
樹
種
の
変
更
や

特
色
あ
る
道
づ
く
り
に
向
け
、
地
域

の
声
を
反
映
し
計
画
し
て
い
く
。 

西
新
井
大
師
西
駅
・
西
新
井
大
師
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を 

【
問
】
西
新
井
大
師
参
拝
者
に
は
高

齢
者
も
多
い
。
土
・
休
日
や
縁
日
・

年
末
年
始
だ
け
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ

10


